第　1　回　施設処遇検討会議　議事録

H21.04.06　13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：秋山S.G.M・小坂和子・馬渡道伸

小笠原嘉紀・向奈津美・出貝梢・中村文洋三浦理見

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・・上平ユリ子・)
記　録：小笠原　嘉紀

議題

１：平　京子様（青山荘入所者様）の処遇について

２：吉田　キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

３：袴田　隆裕様（青明舎利用者様）の処遇について

１：平　京子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症

＜問題点＞

○思考の偏り・固執・自己中心性（継続）

・話を聞く

改善傾向にあるが、スタッフや周りの人が話している際は、最後まで説明を聞くようにその都度促して行く。

・発言の機会を見計らう

改善傾向にあるが、自分が思ったことを直ぐに口にしてしまうことがある為、状況を判断して発言するタイミングを見計らうように声かけしていく。また、SSTなどで課題として取り上げて行く。

・他者の意見を参考にし思考の偏り・固執の改善

改善傾向にあるが、自分の考えに固執し判断することある為、日常会話の中で多方面からの考え方や見方を提案し、周りの意見も参考にして検討するように今までのケースを一緒に振り返り、アドバイスを行っていく。

○整容面（継続）

・身だしなみを整えることの習慣化

スタッフから促される前に、自分で身だしなみを意識して改善しようとしている。

雑誌などを参考にコーディネイト行い、季節に合わせて適切な着用するように促していく。

・入浴

入浴の声がけを行うことで、週１回から徐々に回数を増やして行き、最終的には毎日入る習慣を身につけるように支援行っていく。

○健康管理（継続）

・服薬管理

現在、服薬自己管理で、服用の際スタッフが確認を行う方法に切り替わっている。

問題なく服用できていることから、経過観察を行ない、最終的には担当医と相談を行いつつ、可能であれば全て自己管理できるように移行していく。

・負傷時の訴え

　　徐々に改善されつつあるが、負傷した際は直ぐにスタッフへ訴えるように促していく。

　　早期発見できるように、注意して見て行く。

負傷時の対応としてＳＳＴで取り上げていく。

○金銭管理

現在の貯金額が約25万円で、退所までに50万円を貯めるために、毎月1万8千円を貯金する。

月初めに買物をする際は日用品を5000円から購入するようにする。

退所時に必要な物品リストを作成して、チラシ等を自分でチェックして値段を書き出してもらうことで貯金の動機付けを行なう。

生活保護費が減額になった際は、額に応じて金銭管理の再検討を行う。

＜評価＞

　　スタッフの支援によって髪型に気を配るようになり、美容院へ行くなど改善された部分も見られている。現在、週１回の入浴となっており、十分に保清できているとは言いがたい状況となっている。今後、スタッフの支援方法によっては週２～３回程度までの改善が見込まれるため、声かけ以外の支援も検討していく。また生活保護の更新手続き際に姉からの仕送りを記載する事で生活保護費が増えると考えていた事があったため、きちんと内容を理解していただいた上で、退所しアパートでの一人暮らしのための費用を貯金していく。

２：吉田　キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：

＜問題点＞

○身体機能低下の傾向が見られる。（腕や腰の疼痛）

年齢からくる身体の老化や現体重と平均体重の重さの差を理解していただき、その事によって腕・腰に負担が掛かり痛みに繋がっていることを説明する。

進行を防ぐために健康プログラムを通して学習や体操を継続していく。また毎日短時間のストレッチ体操を習慣づけしていく。

間食の見直し（体重増加し易い食品を控える・摂取時間・量）の必要性を指導していく。

疼痛緩和のため、痛み止めの軟膏や湿布の使用を促していく。

○難聴・白内障の傾向にある

会話や荘内の放送を聞き取れていない様子の為、大切なお知らせ等は直接本人に伝えたり、紙に書いて説明する。

場合によっては補聴器の使用を検討する。

白内障については眼科受診や眼鏡の使用を検討する。（本人は認めたがらず拒否している）

長年疎遠であり、息子様（長男）は子供当時の記憶から母親に対して恐怖的な感情がある様子の為、面会の機会を持てるようスタッフが適時介入していく。

定期的なお知らせ（青風荘たより・家族面談等）で面会の機会を両者に働きかけていく。

○保護者（長男）・次男との関係

次男様とは手紙や年賀状の遣り取りで交流を持たれているが、面会はしたことがないため、スタッフが介入し面会の機会を設ける。

兄弟は交流を持たれている為、次男様を通して親子の関係を修復できるよう支援していく
＜評価＞
　　11月から現在まで、1.7㎏体重が減っており評価できる部分はあるが、依然として間食量が多く、腰痛を訴え運動プログラムを拒否することがある。本人には過体重が腰痛の原因の一つであることを説明しているが、「そんなに食ってねぇ」と話し理解は乏しい為、今後も健康プログラムを通じて適切な間食の摂り方などについて説明を行なっていく。また耳が聞こえにくい状態となっているが補聴器等の使用を面倒などという理由で拒否されている為、外出支援の際に実際に補聴器を使う場面を提供していく。金銭的に余裕があることから、外食や買物支援などの余暇支援を積極的に行ない本人の楽しみを増やしていく。

３：袴田　隆裕様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

○ストレスによる生活リズムの乱れ

・職場でのストレス軽減について

短期目標を設定し、段階を踏んで徐々にステップアップを行い振り返り評価を行い。目標達成により自信へ繋げ、モチベーションを上げる。

事業所職員から評価をもらい、良くできている事に対しては、担当者の方から本人へ直接伝えてもらう。

青明舎で事業所訪問を行い、本人の作業の様子を確認する。また、定期的に本人から作業内容や状況についての報告をして頂き、評価や面談の設定を行う。

本人へ変化がある場合は、直ぐに関係機関からの情報収集・提供を行いその都度対応する。

・生活リズム、体調管理について

不安なことや疑問はその都度聞き解決していく。

生活リズムにていての大きな乱れがないか本人から話を聞き、変化がある場合に随時対応を行う。

本人に変化がある場合は主治医、関係機関に情報提供と情報収集を行う

＜評価＞
　これまで何度も就労訓練を行ない、様々な就労時間や就労内容を体験し、現在の就労状態が一番、安定した状態となっている。しかし本人はすぐに一般就労（1日8時間労働）したいという希望やそのことに対する焦りがあり、不眠となることもみられる。本人と定期的に現状について振り返りを行い、現在の状態を維持していき、徐々にステップアップをしていくように説明を行なっていく。







